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当
消
防
本
部
で
は
、
４
月
29
日
か

ら
５
月
８
日
ま
で
の
10
日
間
、
山
火

事
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

春
の
野
山
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
う
え
、
地
面
に
は
落
ち

葉
が
堆
積
し
、
山
火
事
が
発
生
し
燃

え
広
が
り
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
山
林
周
辺
の

田
畑
で
は
農
作
業
が
始
ま
り
、
山
菜

採
り
な
ど
山
林
へ
の
人
の
出
入
り
が

多
く
な
る
時
期
で
す
。
特
に
、
枯
れ

草
や
剪
定
枝
の
焼
却
、
害
虫
駆
除
の

た
め
の
野
焼
き
な
ど
火
を
扱
う
作
業

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
山
火
事
発
生

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

森
林
は
国
土
の
保
全
、
水
源
の

か
ん
養
な
ど
私
た
ち
の
生
活

に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

一
旦
火
災
な
ど
で
失
わ
れ
る
と
、
そ

の
大
切
な
機
能
が
回
復
す
る
ま
で
に

何
十
年
も
の
月
日
と
多
大
な
コ
ス
ト

を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
人
間

の
不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て

い
ま
す
。
私
達
一
人
ひ
と
り
が
火
の

取
り
扱
い
を
注
意
す
る
こ
と
で
、
山

火
事
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
火
災
予
防
に
対
す
る
皆
様
の
御

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



広報　やめ消防

　今年もまもなく、梅雨前線の影響による大雨が予測されます。昨年は、９月に発生した関東・東北豪雨
により鬼怒川が決壊し、茨城県常総市付近は広範囲に水没しました。被害を最小限に食い止めるために、
事前の準備と情報収集、早めの避難を心掛けましょう。

日頃の備えと早めの避難が必要です！

風水害から命を守るために！！

災害の被害を減らすためにできること
　災害による被害を最小限にとどめるためには、一人ひとりが災害に対して日頃から備えておくことが必
要です。近所に支援の必要な人がいるか、どのように支援するかなど、支援計画を定めておくことが必要
です。
　また、普段から地域の防災訓練やイベントに積極的に参加して、防災知識を学ぶとともに、地域の方々
との繋がりを作りましょう。

大雨注意報 大雨警報 土砂災害警戒情報 特別警報

避
難
の
準
備
・
情
報
収
集
を
す
る

移
動
す
る

避難所まで安全に移動できる時

土砂災害の恐れのない
安全な建物へ移動

●非常持出品を持って避難する
●川や斜面にむやみに近づかない
●近所で声を掛け合って避難する

自宅周辺の状況から避難所への
移動が難しい時

山側から一番離れた、
2 階の部屋に移動

●テレビ・ラジオから気象情報等を収集する
●避難所への避難に備える
●家財道具は安全な場所へ移動する

・
防
災
情
報
に
注
意
し
、
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
土
砂
災
害
の
発
生
す
る
危
険
性
が
著
し
く
高
く
大
変
危
険
な
状
態
で
す
。

た
だ
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。



広報　やめ消防

　

管
内
に
お
い
て
、
活
動
し
て
い
る
各

種
防
火
ク
ラ
ブ
に
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
婦
人
（
女
性
）

防
火
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

　

消
防
職
員
が
各
ク
ラ
ブ
員
の
育
成
、

運
営
、
指
導
等
に
あ
た
っ
て
お
り
、
連

携
を
取
り
な
が
ら
住
民
の
防
火
防
災
思

想
の
普
及
啓
発
を
図
り
、
自
主
防
災
体

制
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

各
種
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
紹
介

行
政
区
や
事
業
所
単
位
で

各
種
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
、
ど
こ

で
災
害
が
発
生
す
る
か
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に
災
害
に
直
面

し
た
時
、
と
っ
さ
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　

突
然
災
害
に
襲
わ
れ
て
も
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

繰
り
返
し
訓
練
を
行
い
、
防
災
活
動
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
を
も
っ
て
覚

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
種
訓
練
の
実
施
に
関
し
て
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
消
防
署

又
は
分
署
に
お
願
い
し
ま
す
。

避
難
・
通
報
・

　
　

初
期
消
火
訓
練

応
急
手
当
講
習

災
害
図
上
訓
練

　

参
加
者
が
地
図
を
囲
み
、
書
き
込

み
を
行
い
な
が
ら
議
論
し
、
地
域
に

起
こ
り
う
る
災
害
を
想
像
し
、
そ
の

防
火
教
室

　

行
政
区
や
事

業
所
、
各
種
団

体
を
対
象
に
、

消
防
職
員
が
各

家
庭
や
事
業
所

に
お
け
る
防
火

防
災
に
つ
い
て

講
習
を
行
い
ま

す
。
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
災

害
に
対
す
る
備
え
や
対
応
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

時
の
対
応
に
つ

い
て
検
討
し
ま

す
。

　

訓
練
を
実
施

す
る
中
で
見
え

て
く
る
課
題
を

参
加
者
が
話
し

合
う
こ
と
で
、

よ
り
良
い
地
域

の
防
災
計
画
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。　

　

一
般
的
に
は
「
避
難
訓
練
」
と
い

わ
れ
、
学
校
や
事
業
所
等
で
多
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
お

け
る
行
動
確
認
や
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。
訓
練
で

見
え
て
く
る
課

題
に
検
討
を
重

ね
、
よ
り
良
い

避
難
誘
導
計
画

を
作
り
上
げ
る
た
め
に
有
効
で
す
。

　

突
然
の
ケ
ガ

や
病
気
の
場
合
、

救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
に
、

そ
ば
に
居
合
わ

せ
た
人
が
適
切

な
応
急
手
当
を

実
施
す
る
こ
と
で
助
か
る
命
が
あ
り

ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
を
は
じ
め
と
す

る
応
急
手
当
に
関
す
る
知
識
と
技
術

を
身
に
付
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
応

急
手
当
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
各
種
訓
練
の
問
合
せ
先
】

八
女
消
防
署　
　

２
４
‐
０
１
１
９

立
花
分
署　
　
　

３
６
‐
０
１
１
９

広
川
分
署　
　
　

３
２
‐
２
１
１
９

上
陽
分
署　
　
　

５
４
‐
２
１
１
９

八
女
東
消
防
署　

４
２
‐
０
１
１
９

星
野
分
署　
　
　

５
２
‐
２
１
１
９

矢
部
分
署　
　
　

４
７
‐
２
１
１
９

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
「
家
庭
内
で
の
防
火
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
常
日
頃
、
家
庭
で
火
気
取
扱
い
の

機
会
の
多
い
女
性
の
果
た
す
役
割
が
極

め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
全
国
の
各
地

域
で
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
管
内
で
は
、
防

火
教
室
や
救
急
教
室
の
実
施
、
防
火
防

災
普
及
啓
発
活

動
、
そ
の
他
各

種
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
家

庭
防
火
か
ら
地

域
防
火
活
動
へ

と
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

少
年
期
か
ら
火
に
対
す
る
関
心
を
高

め
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
予
防
や
地
域

防
災
に
つ
い
て
学
習
し
、
自
主
防
災
の

心
を
芽
生
え
さ
せ
、
防
災
活
動
を
通
じ

て
健
全
な
青
少
年
育
成
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
管
内
小
学
校
の
５
、６
年

生
の
加
入
者
で
ク

ラ
ブ
結
成
し
、
消

防
訓
練
や
規
律
訓

練
、
キ
ャ
ン
プ
や

視
察
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

管
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
単
位
で
ク
ラ

ブ
結
成
し
て
い
ま
す
。
正
し
い
火
の
取

扱
い
、
火
の
怖

さ
、
消
防
の
仕

事
を
楽
し
み
な

が
ら
理
解
さ
せ
、

火
遊
び
な
ど
に

よ
る
火
災
を
減

少
さ
せ
る
目
的

で
活
動
し
て
い

ま
す
。
主
に
、

花
火
教
室
や
防

火
ポ
ス
タ
ー
の

作
成
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
チ

ラ
シ
配
布
な
ど

を
行
っ
て
い
ま

す
。
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広報　やめ消防
　

八
女
地
区

 
防
火
防
災

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　

３
月
１
日
、一
日
消
防
長
（
署
長
・

分
署
長
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
管
内

の
行
政
区
区
長
等
に
委
嘱
し
、
特
別

点
検
及
び
管
内
概
況
説
明
、
職
員
に

よ
る
総
合
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
４
月
か
ら
正
式
運
用
が
始
ま
っ

た
筑
後
地
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

施
設
見
学
も
行
い
、
一
日
消
防
長
は

「
行
政
区
の
各
行
事
で
、
今
回
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
住
民
に
広
め
て
防
火

防
災
意
識
の
普
及
と
適
切
な
１
１
９

番
通
報
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
23
日
、
飛
形
自
然
公
園
に
お

い
て
、
特
別
救
助
隊
と
警
察
署
合
同

山
岳
救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
隊

員
の
山
岳
救
助
技
術
の
向
上
と
警
察

署
と
の
連
携
強
化
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
訓

練
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
方
式
で
行
わ
れ
、

登
山
道
か
ら
滑
落
し
た
要
救
助
者
の

救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
発

生
時
に
迅
速
適
切
な
災
害
対
応
が
で

き
る
よ
う
訓
練
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

●
日　

時

　

平
成
28
年
10
月
24
日
（
月
）

●
会　

場

　

久
留
米
大
学
御
井
学
舎
（
他
、
県

内
３
会
場
で
実
施
）

●
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

平
成
28
年
８
月
23
日
～
９
月
６
日

・
電
子
申
請

　

平
成
28
年
８
月
20
日
～
９
月
３
日

●
受
験
案
内

　

願
書
と
併
せ
て
、
８
月
上
旬
に
お

近
く
の
消
防
署
・
分
署
に
配
置
予
定

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
準
備
講
習

会
も
開
催
予
定
で
す
。
事
前
の
試
験

対
策
と
し
て
受
講
し
て
下
さ
い
。
８

月
上
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
詳
細

通
知
し
ま
す
。

▲滑落者の搬送訓練

イ
ベ
ン
ト
会
場
で

火
気
器
具
を
使
用
す
る

際
の
届
出
等
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
２
月
に
近
隣
市
町
村
で

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
爆
発
事
故
が
発
生
し
、
多
数

の
け
が
人
が
発
生
し
ま
し
た
。
人
が

集
ま
る
祭
り
等
の
催
し
で
、
火
気
器

具
（
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
、
発
電
機
等
）
を
使
用
し
た
露
店

等
を
出
店
す
る
場
合
は
「
消
火
器
の

準
備
」
と
「
露
店
等
の
開
設
届
出
書
」

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
・
対
象
と
な
る
催
し
は
？

Ａ
・
不
特
定
多
数
の
方
が
入
場
で
き
、

　

火
気
器
具
を
使
用
す
る
催
し
で

　

す
。（
花
火
大
会
、
夏
祭
り
、
縁

　

日
等
）

Ｑ
・
誰
が
届
出
す
る
の
？

Ａ
・
露
店
等
を
開
設
す
る
方
の
届
出

　

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
・
火
気
器
具
と
は
？

Ａ
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、

　

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、
発
電
機
等
で

　

す
。

●
届
出
は
、
会
場
図
等
の
添
付
書
類

を
添
え
て
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
分

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
日

も
可
）
届
出
用
紙
は
、
当
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

第
２
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
に
つ
い
て

一
日
消
防
長

山
岳
救
助
訓
練

消しましょう その火その時 その場所で

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の

取
扱
い
に
ご
注
意
を

　

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
の
誤
っ
た
使

用
方
法
で
爆
発
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
電
磁
調
理
器
具
の
上
で
使
用
し

な
い
。

②
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
覆
う
よ
う

な
大
き
な
調
理
器
具
は
使
用
し
な

い
。

③
熱
源
の
近
く
に
ボ
ン
ベ
を
放
置

し
な
い
。

④
木
炭
や
練
炭
の
火
お
こ
し
な
ど
、

調
理
以
外
の
用
途
に
使
用
し
な
い
。

⑤
石
綿
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
素
材
の
フ

ラ
イ
パ
ン
等
は
蓄
熱
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
使
用
し
な
い
。

⑥
２
台
以
上
並
べ
て
使
用
し
な
い
。

▲梯子車の前での記念撮影


